
Tableauを組み込んだ
医療情報分析サービス
SIMPRESEARCHを提供
ビッグデータ分析の支援で医療の未来を拓く

株式会社4DIN
https://4din.com/

導入前の課題

不十分な分析機能
以前使っていた他社のBIツールでは可能な処理が限定されていた。そのため必要

なビューの作成などを事前に手作業で行う必要があり、工数の増大と探索的な分析

が難しいという問題に直面していた。

導入後の効果

分析の自由度の向上
Tableauの豊富な分析機能によって、利用者による分析の自由度が2～3倍に高まっ

た。またこれに伴い、事前処理に必要な工数も半分以下に削減されている。

解決策

Tableau Embeddedの採用
Tableau Embeddedを組み込んだSIMPRESEARCHをリリース。契約機関の医療

情報システムから出力したデータを匿名化した上で、ビッグデータとしていつでもア

クセスできる状態にしている。

選定理由

組み込みが容易なことと豊富な関数
自社サービスに組み込みやすく、分析の自由度が高いこと。またユーザー管理やア

クセス制御が可能なことや、Rとの連携、多様なデータソースからデータを取り込

めることも評価されている。

ヘルスケア

業　　種  ：ヘルスケア
従業員数  ： 8名
資 本 金  ：8,500万円
所 在 地  ：  〒105-0004　 

東京都港区新橋2-20-15  

新橋駅前ビル1号館 805

事業内容  ：2001年にハワイのホノルルに設
立されたConvergence CT Inc.（CCT）の日
本法人としてスタート、2020年8月に独立し
株式会社4DINとして始動。ビッグデータの管
理・活用に関するテクノロジーの開発・提供
を行い、ライフサイエンス分野におけるデー
タ活用を広げるための事業を展開している。

導入時期：2020年5月
導入製品： Tableau Server（Embedded） 

Tableau Embedded 2Creator / Embedded 8Core

主な利用環境： 医療機関向けに、臨床研究の促進等のための情報サービスのア
ナリティクス機能を提供

導入に要した期間：3～4か月

2～3倍
利用者の利便性は

以前に比べて2～3倍に

50%未満
ビュー作成などの事前準備の工数は

半分以下に

導入事例



導入の背景

探索的な分析が難しかった以前のBIツール

医師個人の勘や経験だけに依存するのではなく、症例のパター

ン化や標準化によって、より効果的な治療を実現する。このよ

うなことを可能にする上で重要なのが、カルテやオーダリング

などの医療データを集約し、研究者が自由自在に分析できる

環境の整備です。そのためにTableau Embeddedを積極的に

活用しているのが、株式会社4DINです。

「このような環境を整備していきたいという想いは15年前から

持っていました」と語るのは、4DIN 代表取締役の高橋 精彦 氏。

しかし当時はすでにカルテやオーダリングの電子化が始まって

いたにも関わらず、患者毎の情報を参照する場合にアクセス

される程度だったと振り返ります。「データを蓄積するだけでそ

こから新たな価値を引き出さなければ、これらのシステムはレ

ガシーコストになってしまいます。蓄積したデータを匿名化し、

ライフサイエンス産業全体でこのデータを活用していくことで、

Q1. Tableau 導入後の変化は?

A1.データ分析の自由度が向上
「SIMPRESEARCHをお使いの研究者の方々に、これまでできないとあきらめていたことができるようになったと言われていま
す。また研究のスピードが早くなった、探索的な研究が容易になったという先生方も増えています」

Q2. Tableau でもっとしたいことは?

A2.より多様なデータの活用
「電子カルテと診療報酬のデータのように、バックグラウンドの異なるデータを紐付けて一元化し、データ活用の幅を広げたい
と考えています。また病院内のデータだけではなく、製薬メーカーや他の施設のデータを組み合わせて利用することも目指し
ています」

お 名 前：高橋 精彦 様
役 　職 ：代表取締役社長
主な担当業務：
会社トップとして顧客へのサー
ビス紹介からシステム開発の
統括を行っている。

お客様プロフィール

未来の医療に貢献すべきだと考えていたのです」。

当初は倫理上の問題や、病院側の体制が整備されていないな

どの理由から、なかなか進まなかったデータ活用。膨大なデー

タを短時間で処理できる技術基盤がまだ存在しなかったことも、

大きなハードルになっていました。患者数がわずか30万人で

も検査データは数億件に上り、高性能サーバーをフル活用しても、

検索に半日はかかってしまうという状況だったのです。

その後、サーバーのさらなる高性能化や、インメモリデータベー

スの登場によって、技術的ハードルが解消されるようになりま

した。そこで4DINではSAP Lumiraを利用した臨床データベー

スを構築。病院や研究機関への提供を開始します。

「しかしSAP Lumiraでは可能な処理が限定されており、でき

ないことが多いという悩みがありました」と語るのは、4DINで 

SIMPRESEARCH・アカデミックサービス担当を務める湯田 真

弓 氏。そのため利用者から事前に何を行いたいのかを聞き、

お 名 前：湯田 真弓 様
役 　職 ：SIMPRESEARCH・
アカデミックサービス担当
主な担当業務：
アカデミック市場に対する
SIMPRESEARCHの紹介や
活用の支援などを担当して
いる。

お客様プロフィール



必要なビュー作成などを手作業で行う必要があったと言います。

「その結果、当社にとっては工数がかかり、利用者も探索的

なデータ分析が難しいという問題に直面していました」。

Tableau 導入・運用環境

Tableau Embeddedを組み込んだSIMPRESEARCH

この問題を解決するために採用されたのが、Tableau Embedded

です。2020年1月に導入に向けた検討を開始し、5月に採用を

決定。7月にはこれを組み込んだ「SIMPRESEARCH」の第一

次リリースを行っています。

「多くの病院ではすでに電子カルテが導入されていますが、カ

ルテの情報はそのままではビッグデータとしては扱えません。

研究者（医師）はデータを使うための申請を行い、承認を得

た上でデータを抽出する必要があります。そのためデータを抽

出した後に初めて、研究で使えるレベルのデータではないこと

がわかることも少なくありません。患者の治療を行いながら研

究しなければならない医師にとって、このような手戻りは貴重

な時間の無駄使いだと言えます」（高橋氏）。

SIMPRESEARCHを活用することで、この問題を解決できると

高橋氏。このサービスでは、契約機関の医療情報システムか

らデータを預かり匿名化した上で、ビッグデータとしていつで

もアクセスできる状態にします。そのためどのようなデータが

利用できるのかを、事前に確かめることが容易になるのです。

研究者は24時間いつでも、Webブラウザで臨床情報の分析が

可能。ユーザー認証は多要素認証を採用しており、監査機能

の装備やデータダウンロード不可など、セキュリティにも配慮

したサービスになっています。なおSIMPRESEARCHの名称は

「研究のためのデータ活用をシンプルにしていく」ことを目指

して付けられたものだと言います。

Tableau 選定の理由

組み込みが容易で豊富な関数も装備

SIMPRESEARCHのデータ基盤としてTableauを採用した理由

について、湯田氏は次のように説明します。

「まず必須条件となったのが、自社サービスの中に組み込みや

すいことと、分析の自由度が高いことです。Tableauには数多

くの関数が用意されており、以前はできなかった分析がエンド

ユーザー側で可能になると期待しました」。

またセキュリティ要件として、ユーザー管理やアクセス制御が

行えることも重視されました。さらに、多くの研究者が利用し

ているRと連携できることや、多様なデータソースからデータ

を取り込めることも、譲れない要件だったと言います。

「グローバルで利用者が多く、ネットで情報が得やすいことも

魅力の1つです。さらに機能追加やバグ修正など、頻繁にバー

ジョンアップされていることも評価しました」。

Tableau 導入効果

分析の自由度が向上し事前準備の工数も削減

Tableauの採用で得られた最も大きな効果は、豊富な分析機

リサーチをもっとシンプルに

SIMPRESEARCH.NET

ウェブブラウザ上で臨床情報の分析が可能

多要素認証（MFA）によるアクセス管理と監査機能

集計値・統計結果のみを表示

データは完全匿名化済

研究者はデータ抽出や加工の必要が無い

データダウンロード不可

ユーザー毎に権限を設定

24時間データへのアクセスが可能

導入事例 ヘルスケア



能によってエンドユーザーの分析の自由度が高まったことです。

その代表として、湯田氏は以下の2つを挙げています。

豊富な関数
Tableauには豊富な関数がありますが、湯田氏が特に気に入っ

ているのがFIXED関数だと言います。「これは中間テーブルを

作成して値を計算する関数であり、これを利用することで投薬

初回日を起点に、4週後、8週後、12週後の検査値を群間比較

することが可能になりました。これは以前のツールではどんな

に頑張っても実現できませんでした」。

グループ機能
医師が入力する病名は、がん一つとっても「腫瘍」「癌」「がん」

「ガン」など、様々な表記があります。グループ機能を使うことで、

これらの表記をまとめることができます。そのため表記ゆれ対

応のため事前処理を行う必要がなくなりました。

「この他にも、ディメンションをメジャーにできる機能や、項目

をフォルダ別に分類できる機能、ビンの設定機能など、以前

のBIツールになかった機能が多数あります。そのため事前処

理などの工数は以前に比べて半分以下になり、利用者にとっ

ての利便性も2～3倍に高まったと感じています」。

今後の展開について

世界で最も密な日本の医療データの活用を推進

SIMPRESEARCHはすでに4つの医療機関で活用されています。

今後はその数を増やしていくため、チュートリアルの制作やトレー

ニングの提供も行っていきたいと高橋氏。また解析ツールとの

連携強化や、ゲノム情報の取り扱いも視野に入っていると言い

ます。

「日本は国民皆保険制度のもとで手厚い医療が提供されており、

他の国よりも膨大なデータが蓄積されています。例えば日本の

糖尿病患者は毎月血液検査を受けていますが、このような国

は他にはほとんどありません。世界的に見て最も密な医療デー

タを匿名状態で自由に活用できるSIMPRESEARCHの利用者

が増えることで、日本はライフサイエンス研究で世界をリード

する存在になり得ると考えています」。

データベース研究の将来
SIMPRESEARCHがもたらす効果の例

•研究Seedsの検討

•研究実施計画書の策定

•倫理委員会申請資料の作成

発想

発想

•倫理審査委員会への申請

•オプトアウト手続き

•情報部門へのデータ取得申請

申請

申請

•後ろ向き非介入観察研究用データセットの入手

•集計・統計解析の実施

•論文化検討

研究

研究

現状

将来

•匿名臨床PFを利用した研究実施可能性調査
（フィージビリティチェック）の実施

• 上記に基づく研究計画書の策定/
IRB申請資料の作成

• 倫理審査委員会への申請

統計解析の実施

•

•

論文化

研究計画の修正・公表の可否判断ポイント（手戻りの発生ポイント）

フィージビリティチェックに基づく
計画により手戻りの可能性を逓減

フィージビリティチェックによる研究効率の向上
院内データの横断的活用による組み入れ症例数の増加
手戻り発生ポイントを発想段階におくことによるリソース・コスト・時間の削減
匿名化処理・個人情報取扱いの煩雑さからの解放

期待される効果

導入事例 ヘルスケア

無料トライアル版をダウンロードして、ぜひ Tableau をお試しください。

http://www.tableau.com/ja-jp/trial
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